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　　　　　　　　　　湘南泉病院　院長　末盛  彰一

す。いくら人口が減らない横浜市であっても現状維

持であることは許されません。次回の改訂では急性

期病院はさらに細分化されるといわれていますし、

また、患者重症度はさらに厳格化されることが予想

されています。湘南泉病院も急性期病院として存続

するには、さらなる努力とチャレンジが必要です。

次年度においては、内科では、引き続き救急患者、

紹介患者の受け入アップの努力を継続すること、外

科・整形外科では手術件数のアップを目標としてお

ります。そのために、スタッフの増員はもちろん電

子カルテ導入、８０列ＣＴの導入を行う予定です。

特に電子カルテの導入により業務の効率化が期待さ

れます。その結果として、医療にかかわる職種の距

離は一層近くなり、多職種協働のチーム医療の質の

向上が期待されると考えています。また、今年度、

健診部門の収益が増大しました。将来の湘南泉病院

の柱となると考えています。

　何事にも良い時もあれば悪い時もあるものです。

悪い時にいくらバタバタしても、うまくいかないこ

とが多いものです。今の湘南泉病院は勢いがあり、

良い時だと思います。今まで蓄えていた皆さんの底

力を存分に発揮してください。湘南泉病院がさらな

る高みに上ること、そして、皆さんが充実してキャ

リアを重ねられることを切に願って年頭の言葉とさ

せていただきます。
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　平成３０年度後期となりましたので、今年度の自

己評価、そして、次年度への意気込みについてお話

したいと思います。昨年３月、本部方針で湘南泉病

院は、実は大きな決定をしました。たった１５床で

レベル２といえども、地域包括システムの看板でも

あった地域包括ベッドを返上し、すべて急性期病床

に変換したのです。私は個人的には地域包括ベッド

推進派でしたし、周辺の医療関係者も大半が地域包

括ベッドの運用を検討している状況下でしたので、

正直、本部決定にはびっくりしました。ただ、昨年

の２月より空床が目立ち赤字を計上していた状況で

あり、何かアクションが必要ではないかと思ってい

ましたので、急性期病院で頑張るしかないかという

ことになったのです。そうなれば、迷いもなく、や

るべきことは単純でした。湘南泉病院が１０：１看

護基準、ＤＰＣ病院、横浜市二次輪番病院であるこ

とを最大限に利用し、救急患者の受け入れアップ、

そして、周辺のクリニックの先生方からの新規紹介

患者を増やすことを目標としました。７月頃より、

その方針が徐々に医局の先生方、そして看護部に浸

透し、その後、職員全体に受け入れられてきたよう

に感じました。その結果として、７月以降、湘南泉

病院は連続で黒字を計上しています。法人本部の決

断は正解であったのでしょう。その先見性には感服

いたします。

　さて、来年度についても少しお話したいと思いま

　　　　～ 更なる高みを目指して ～

　　湘南泉病院の今日と明日
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平成３１年１月１９日（土）９時～１７時、鵬友会各施設の看護師長が参集し、

鵬友会合同看護師長等研修が行われました。

まず初めに池島常務理事の講話の中で、看護師長等に期待することとして『管理

者で最も大切な役割は部下のモチベーション管理である』と述べ、具体的な例を７

項目に分けて説明し、後半には『鵬友会の現状』について、法人全体の情勢や各施

設の状況について述べました。

続く、新中川病院 片桐看護部長より、『多様性の中、看護管理者の人間性につい

て考える』をテーマに、事前に【看護管理能力を発揮するために必要なスキルと行

動特性】を自己評価で点数化できる資料を配布し、その結果を基に看護管理者の人

間性について各看護師長と一緒に考え、各自の課題克服と成長を促しました。

前半最後には、新中川病院 髙橋看護師長より、認定看護管理者教育課程ファース

トレベル研修の報告がありました。

後半のグループワークでは、『看護管理者として人間性を高めるために』をテー

マにグループワークを通してディスカッションし、学びを深めました。

平成３０年度

看護師長等合同研修を開催しました。 H31.1/19（土）湘南泉病院会議室

鵬友会 研修レポート

ほうゆう保育園

2月3日の節分の日は日曜日なので、二日早い1日

に保育園で節分の豆まきを行いました。突然現れ

た鬼に、果敢に豆をまく子もいれば、恐怖で泣き

喚く子も...。反応は様々ですが、１年間園で過ご

した子どもたちの確かな成長を見ることができま

した。

ほうゆう保育園

邪を払い、福を呼び込んだ節分の豆まき。
今年も【ほうゆう保育園】のみんなに、いいこと
がいっぱいありますように。

平成31年2月2日（土）保育園で生活発表会を

行いました。子どもたちの可愛い姿や、ちょっ

ぴり緊張した姿、役になりきる姿など、たくさ

んの表情を見せてくれました。

生活発表会！

池島常務理事

片桐看護部長

全体風景 【グループワーク】 【グループワーク】

高橋看護師長


